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(4) 種々の温度領域で光塑性効果を研究し これが F 中心の光化学反応生成物と運動転位との相互作用
に起因することを統計物理的観点から明らかにしている。
(5) 段階関数的な光照射並びにデルタ関数的な短時間ノぐルス光照射後の変形応力の時間的変化を観測し，
その解析により転位のピン止め時間とピン止め欠陥の寿命を評価している。
以上の研究成果は，複合環境又は外乱下におかれた材料の評価法に対して新しい知見を与えたもので
あり，放射線物性工学並びに材料強度工学に寄与するところがきわめて大である。よって本論文は工学
博士の博士論文として価値あるものと認める。
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